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～年末・年始の交通事故防止県民運動～

本年10月末現在における県内の交通事故の状況は、昨年同期と比べて人身事故件数及び負傷者数
が約３パーセント減少している一方で、死者数は４６人と６人増加しており、中でも、高齢者の死者数が約
５９パーセント、車両単独等一方的な過失による事故が約６５パーセントを占めるなど、極めて厳しい情勢
にあります。

これからは、日没も早まり、夕暮れ・早朝といった薄暗い時間や夜間における重大事故のほか、年末年
始の忘年会・新年会シーズンには飲酒運転やそれに伴う重大事故の発生も懸念されます。

こうした中、令和６年１２月１日（日）から令和７年１月６日（月）までの期間、「年末・年始の交通事故防止
県民運動」が県内一斉に展開されます。

交通事故防止のためには、一人ひとりが交通事故のリスクを他人事と考えることなく、自分のこととし
て強く認識し、相手に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちで交通ルールと交通マナーの遵守を実践
することが大変重要です。

ドライバーはもちろん、歩行者も、自転車利用者も、一人ひとりがそれぞれの立場で「ゆずる・とまる・
まもる」を心がけて、交通事故を起こすことなく、新しい年を迎えましょう。

スローガン　「新年へ　無事故のタスキ　つなごうよ」

【重点目標】
• 飲酒運転の根絶
• 夕暮れ時・夜間等における交通事故防止とスピードダウンの励行
• 高齢者の交通事故防止
• 信号機のない横断歩道における歩行者優先等の徹底
• 運転中のスマートフォン等使用禁止の徹底

これらの目標以外にも、組織や地域の実態にあわせ、必要に応じて自主重点目標を設定して運動に取
り組んでください。
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 １　「飲酒運転の根絶」に関するもの 
　◆ �自転車も含め、飲酒運転は犯罪です。年末・年始はお酒を飲む機会が増えますが、飲む量にかか

わらず運転の「認知・判断・操作」に悪影響を及ぼし大変危険です。「飲んだら乗るな！乗るなら飲む
な！」を徹底しましょう。体内のアルコールの分解には個人差があり、二日酔いでも飲酒運転になり
ます。アルコール検知器で確認するなど、飲酒した翌日も注意しましょう。

　◆ �飲酒運転は「しない。」「させない。」「許さない。」周りの人やお酒を提供するお店の人も、一声かけ
るなどして、絶対に飲酒運転をさせないようにしましょう。車で飲みに行く場合は、あらかじめハンド
ルキーパーを必ず確保しておきましょう。

　◆ �自転車や車を運転する場合、運転者にアルコール検知器を積極的に使用することで、飲酒運転を
未然に防止しましょう。特に事業者は、業務に使用する車の運転者に対するアルコールチェックの
義務を遵守しましょう。

　◆ �自転車の飲酒運転も犯罪です。令和６年１１月１日から道路交通法の一部が改正され、自転車の「酒
気帯び運転等」の罰則が規定されました。自転車の運転者のほか、酒類提供者や同乗者、自転車の
提供者も罰則が適用されます。自転車の飲酒運転による重大事故も発生しており、非常に危険で
す。

　◆ �家庭や地域、職場において、日頃から飲酒運転の悪質性や危険性、飲酒運転が引き起こす事故の
悲惨さや責任の重大性等について話し合い、飲酒運転を根絶しましょう。

 ２　「夕暮れ時・夜間等における交通事故防止とスピードダウンの励行」に関するもの 
　◆ �日没が早いこの時期は、夕暮れ時・夜間に歩行者が被害に遭う事故が多発しています。夕暮れ時や

夜間に出かけるときは、歩行者も自転車も、夜光反射材やLEDライト、明るい目立つ色の服装で自
分の存在をアピールしましょう。

　◆ �車と自転車は「午後４時からのライト点灯」を心がけ、車では先行車や対向車がいない場合、ハイ
ビームを活用し、横断者や道路状況の早期把握に努めましょう。

　◆ �速度を示す道路標識や標示を確認しましょう。制限速度の範囲内でも、住宅街の細い道や通学時
間帯といった道路や交通の状況、などに応じた安全な速度で運転しましょう。

　◆ �車は急には止まれません。危険が発生したときに安全に停止できる速度で運転しましょう。高速道
路や雨天といった道路や気象の状況に応じて安全な速度で運転し、合わせて車間距離を十分とり
ましょう。

　◆ �カーブでは、車が外に飛び出そうとする力が働きます。手前で十分減速しましょう。

 ３　「高齢者の交通事故防止」に関するもの 
　◆ �高齢者の皆さん、道路を渡ろうとして危険な目にあったことはありませんか。年齢とともに歩く速

さも遅くなります。自分では「車はまだ遠くにいる」と思っていても、予想以上の速さで近づいてき
ます。道路を渡るときは、しっかりと安全を確認して、無理に渡ることなく車が完全に途切れるのを
待ちましょう。少し遠くても必ず横断歩道を渡りましょう。

　◆ �斜め横断、車両の直前直後の横断、横断禁止場所の横断は大変危険です。信号機のある横断歩道
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を利用しましょう。

 ４　「信号機のない横断歩道における歩行者優先等の徹底」に関するもの 
　◆ �横断歩道の歩行者優先は、マナーではなく運転者の義務です。ドライバーの皆さん、横断歩道を渡

ろうとしている人や横断している人がいるときには、歩行者の横断を妨げてはいけません。�
　◆ 横断歩道の道路標識や予告標示（ダイヤマーク）に注意しましょう。横断歩道の目印です。
　◆ �歩行者の皆さん、横断歩道が近くにあるところでは横断歩道を利用し、左右の安全をしっかり確認

して渡りましょう。押しボタン信号など、信号機のある横断歩道では信号機に従い横断しましょう。
　◆ �歩行者の皆さん、横断歩道を渡るときは、「アイコンタクトを送る」「手を上げる」ことで渡ろうとする

意思を運転者に示しましょう。

 ５　「運転中のスマートフォン等使用禁止の徹底」に関するもの 
　◆ �自転車も含め、運転中にスマートフォンや携帯電話を使用する「ながら運転」は、周囲への注意が散

漫になり、他の車や歩行者の発見が遅れるなど大変危険です。ハンドルを握ったら、運転に集中しま
しょう。

　◆ �運転中のスマートフォン等を手に持っての通話や画像を注視する行為は禁止されています。スマー
トフォン等は安全な場所に停止してから使いましょう。

　◆ �令和６年１１月１日から道路交通法の一部が改正され、自転車の運行中における携帯電話使用等い
わゆる「ながら運転」の罰則が規定されています。自転車も含め、「ながら運転」は絶対にやめましょ
う。

 ６　その他 
　◆ �交通ルールは全国共通です。一人ひとりがしっかりルールを守り、相手に対する「思いやり・ゆずり

合い」の気持ちで「ゆずる・とまる・まもる」といった交通マナーを実践して、交通事故を防ぎましょ
う。

　◆ �交差点等を右左折するときは、その手前30メートルから確実に合図を出しましょう。信号待ちでも
合図を出しておきましょう。また、車線変更・進路変更をするときは、３秒手前から確実に合図を出し
ましょう。

　◆ �違法駐車は渋滞や交通事故の原因となります。「ちょっとの間だけ」と軽い気持ちで駐車したあな
たの一台のために、みんなが迷惑してしまいます。

　◆ �一人ひとりがマイカーの使用を控えることにより、交通渋滞が緩和され、交通事故の防止にもつな
がります。公共交通機関の利用に努めましょう。
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事 務 連 絡
令和６年１１月１２日

一般社団法人　岡山県トラック協会会長　殿
中国運輸局岡山運輸支局長

車輪脱落事故防止の徹底について（注意喚起）

標記について、岡山県内の運送事業者による車輪脱落事故の発生件数は、令和５年度は１件でしたが、
令和６年度は既に３件の車輪脱落報告があり、そのうち２件は別紙のとおり、他の車両を巻き込む物損事
故が発生しています。そして、中国管内他県では人身事故も発生しており、車輪脱落は人命にかかわる
重大な事故につながる可能性があります。

事故の原因は、タイヤ脱着作業時にホイール・ボルト、ナット、ハブの取付面等の未点検、清掃の未実
施、錆が発生しているホイール・ボルト、ナットの未交換、タイヤ脱着作業後の確実な増し締め作業の未
実施や、日常点検が適切に実施されていないこと等が推定されており、これから冬用タイヤへの交換作
業が増える時期を迎えるにあたり、大変憂慮すべき危機的状況です。

ついては、車輪脱落事故を防止するため下記について貴会会員に注意喚起の徹底をよろしくお願い
いたします。

記

（１）　�　タイヤ交換作業時は、必ずホイール・ボルト、ナット、ハブの取付面等の点検及び清掃を行い、規
定箇所へ潤滑剤の塗付を確実に実施すること。						       
　また、タイヤ交換作業時に確実な点検・清掃や潤滑剤の塗付を行った場合であっても、ひっかか
り等の異常がありスムーズに回らないホイール・ボルト、ナットは使用せずに適切に交換したうえ
で、トルクレンチ等を使用して規定トルクで取り付けをすること。

（２）　�　運行前には、特に脱落が多い左後タイヤを中心に、ホイール・ナットを点検ハンマーによる打音
検査等を確実に実施するとともに、タイヤ脱着作業後は５０～１００ｋｍ走行後を目安にトルクレン
チ等を使用して確実な増し締め作業を行うこと。						       
　また、整備管理者等は、増し締め作業をやむを得ず車載工具で行う場合の実施方法を運転者へ
指導し、必ず帰庫時にはトルクレンチ等を使用して規定トルクによるトルク管理を行うこと。

以上
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別　紙

【参考】令和６年度に発生した車輪脱落事故

令和６年１１月１日現在、事業者から報告があったもの

発生日
脱落までの
走行距離

当時の状況 発生の原因

5月29日
約

1,875km

一般道路を走行中、交差
点で停車したところ、左
後後タイヤ２本が脱落し
た。
その後、前方で停車して
いた自動車の側面へタ
イヤが接触した。

タイヤ脱着作業後５０～１００ｋｍに満たな
い時期に増し締め作業を行った。また、ト
ルクレンチを使用せず規定トルクによる
増し締め作業が実施されていなかった。
その後、初期なじみによりナットの緩みが
発生し、適切な時期での増し締め作業を
実施していなかったことにより脱落したと
推測される。

10月1日 約230km

一 般 道 路を走 行 中 、左
後後タイヤ２本が脱落し
た。
その後、対向車線を走行
していた自動車が脱落し
たタイヤへ衝突した。

タイヤ脱着作業時にホイール・ボルト、
ナット等の清掃を実施しておらず、５０～
１００ｋｍでの増し締め作業を実施していな
かった。その後の日常点検を目視のみで
行ったほか、増し締め作業を実施していな
かった。そのため、初期なじみによるナッ
トの緩みが発生し脱落したと推測され
る。

10月7日 約120km

自動車専用道路から一
般道路へ下り、交差点で
停車したところ、左後後
内側タイヤ１本が脱落し
た。既に左後後外側のタ
イヤは自動車専用道路
を走行時に脱落していた
ことがその後判明した。

タイヤ脱着作業時にハブ取付面及びホー
ル・ボルトに錆びが発生していたが、適
切な清掃を実施していなかった。また、ト
ルク管理を行わず作業を行ったほか、そ
の後の増し締め作業を実施していなかっ
た。そのため、通常時よりも初期なじみに
よるナットの緩みが急速に発生し、交換後
１２０ｋｍで脱落したと推測される。
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トラック運送事業者のための
人材確保・労働環境改善セミナー

深刻なドライバー不足が続いている中、人材の採用や定着に向けた職場環境の整備に関する実務等
紹介し、安定した輸送力の確保に寄与するため、当協会では、全日本トラック協会と連携し、標記セミナー
を開催することとしましたので、ご案内いたします。

記

１．開 催 日 時　　令和６年１２月２３日（月）　１３時３０分～１５時30分（予定）

２．開 催 場 所�　　「岡山県トラック総合研修会館」	  
　　　岡山市北区青江１－２２－３３　電話086－234－8211

３．テ ー マ�　　⑴　運転者人材の雇用状況	  
　　⑵　運転者人材等の採用	  
　　⑶　人材が定着するための労働環境の整備	  
　　⑷　人材確保・定着・働き方改革等に対する助成金	  
　　	 講師　株式会社コヤマ経営	  
　　		  　代表取締役　小山 雅敬　氏

４．定 　 員	 ５０名　（定員になり次第締切りとます。）〈参加費無料〉

５．申込み方法	� 下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、１２月１６日（月）までに、岡ト協
宛にＦＡＸ（０８６－２３４－５６００）で送付してください。

一般社団法人　岡山県トラック協会　総務課　宛
ＦＡＸ（０８６）２３４－５６００

トラック運送事業者のための人材確保セミナー  参加申込書

事 業 者 名

所 在 地

電 話 （　　　　）　　　　－ Ｆ Ａ Ｘ （　　　　）　　　　－

受 講 者
役 職

氏 名

《お問合わせ先》　一般社団法人　岡山県トラック協会　和気
	 ℡（０８６）２３４－８２１１
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助成制度をご活用ください!

• 岡山県トラック協会では、さまざまな助成事業を実施しておりますので、ぜひご活用ください。
• �申請には提出期限がありますので、お早目の申請をお願いします。詳しい内容、申請書等は協会ホームページに掲載して

います。
• �各助成事業については、受付期限前でも、申請が予算額に達した場合は、その時点で受付を終了します。

◎ 技能講習助成金 申請期限：令和7 年3 月25 日（火）

従業員が指定講習機関でフォークリフト運転技能講習等を終了した際に、受講料の一部を助成します。
• 1 名につき4,000 円（ただし、陸災防岡山県支部に未加入の会員は1 名につき3,000 円）

◎ 安全装置導入促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

以下の装置を導入した場合、費用の一部を助成します。
• 後方視野及び側方視野確認支援装置	 1 台当たり 購入費用の1/2　上限20,000 円
• 側方衝突監視警報装置	 1 台当たり 購入費用の1/2　上限100,000 円
• 呼気吹き込み式アルコールインターロック	 1 台当たり 購入費用の1/2　上限60,000 円（1 会員あたり2 台まで）
• IT 点呼に使用する携帯型アルコール検知器	 1 台当たり 購入費用の1/2　上限20,000 円（G マーク事業所のみ）
• 大型車用トルク• レンチ	 1 台当たり 購入費用の1/2　上限30,000 円
	 （車両総重量８ｔ以上の事業用トラックを管理する会員に上限1 台まで）
• 衝突防止補助装置	 1 台当たり 購入費用の1/2　上限30,000 円
※対象機種　協会ホームページをご覧ください。

◎ ドライブレコーダー導入促進助成金 申請期限：令和7 年2 月28 日（金）

対象となる機器を導入した場合、車載器本体購入価格の１／２を助成します。　1 会員あたり600,000 円まで
• 簡易型	 1 台当たり　上限10,000 円
• 標準型	 1 台当たり　上限20,000 円
• 運行管理連携型、デジタコ一体型	 1 台当たり　上限30,000 円
※対象機種　協会ホームページをご覧ください。

◎ 可動式突入防止装置導入促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

可動式バンパーをダンプ車両に取り付けた際の費用の一部を助成します。
• 導入費用の１／２ 上限100,000 円　1 会員あたり5 台まで

◎ テールゲートリフター導入促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

指定するテールゲートリフターを導入した場合、費用の一部を助成します。
• 導入費の１／２　上限100,000 円　1 会員あたり3 台まで
※対象機種　協会ホームページをご覧ください。

◎ 血圧計導入促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

指定の全自動血圧計（業務用）を購入した場合、費用の一部を助成します。
• 導入費の１／２　上限50,000 円
※対象機種　協会ホームページをご覧ください。

◎ 自動点呼（ロボット点呼）機器及び遠隔点呼機器等導入促進助成金 申請期限：令和7 年2 月28 日（金）

指定の機器等及び周辺機器を導入する費用を負担した場合に助成します。
• 新たに導入した会員事業者に上限150,000 円を交付します。　1 会員あたり1 台まで

◎ 最新規制適合車導入促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

最新規制適合車を導入した場合、費用の一部を助成します。　1 会員あたり3 台まで
• 最大積載量 2t 以上 4t 未満	 40,000 円
• 最大積載量 4t 以上 8t 未満	 90,000 円
• 最大積載量 8t 以上	 140,000 円
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◎ 低公害車導入促進助成金
事前申請期限：令和7 年1月31日（金）
実績報告提出期限：令和7 年3 月14 日（金）

CNG･LNG・ハイブリッド車・電気自動車･ 燃料電池自動車を導入する際の経費の一部を助成します。
• CNG･LNG 車	 最大積載量 4t 未満： 243,000 円	 最大積載量 4t 以上： 917,000 円	 車両総重量 12t 超： 1,500,000 円
• ハイブリッド車	 最大積載量 4t 未満： 193,000 円	 最大積載量 4t 以上： 670,000 円	 車両総重量 12t 超： 900,000 円
• 電気自動車	 車両総重量 2.5t 超： 450,000 円
• 燃料電池自動車	 最大積載量 4t 未満： 450,000 円

◎ アイドリングストップ支援機器導入促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

指定のアイドリングストップ支援機器を新たに導入した場合、費用の一部を助成します。
•エア（燃焼式）ヒーター	 取得価格の１／２ 上限60,000 円
• 車載バッテリー式冷房装置	 取得価格の１／２ 上限60,000 円
※両装置あわせて1 会員あたり3 台まで

◎ 従業員研修助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

指定施設を利用して従業員に対する研修を実施した場合、費用の一部を助成します。
• 日帰り研修：１名につき1,000 円以内
• 宿泊を伴う研修：1 名につき2,000 円以内　　※助成対象となる経費については協会ホームページをご覧ください。

◎ 人材確保活動助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

ドライバー等の採用活動のための企業説明会、交通安全教室（学校向け）、インターンシップ（1，2 日コース）、ホームページ作成、PR 動画な
どの経費の一部を助成します。
• 実施経費の上限100,000 円
• 1 事業者あたり1 回のみ

◎ 外部コンサルティング導入助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

外部コンサルティングの導入に要する費用の一部を助成します。　　※詳細については協会HP をご覧ください。
（1）戦略系コンサル（経営戦略）
（2）IT 系コンサル（IT を活用した業務改善やシステム導入）
（3）人事系コンサル（人事制度や育成• 研修）
（4）財務系コンサル（財務アドバイザリー）
（5）総合系コンサル（あらゆる経営課題へのアドバイス）
• 1 事業者あたり1 回のみ、上限100,000 円

◎ 働きやすい職場認証制度取得等促進助成金 申請期限：令和7 年3 月14 日（金）

「働きやすい職場認証制度」に基づく認証取得で要した経費の一部を助成します。
• 認証登録申請に係る審査料及び登録料の１／２上限50,000 円

◎ 女性等多様な人材確保に向けた職場設備改善助成金 申請期限：令和7 年2 月28 日（金）

働きやすい職場環境作りのために必要な設備改善をした経費の一部を助成します。
• 経費の１／２　上限300,000 円

（働きやすい職場認証取得事業者は、経費の１／２　上限400,000 円）
• 事業者あたり1 回のみ

◎防災対策及び感染症防止対策物資購入助成金 申請期限：令和6 年2 月28 日（金）

防災対策及び感染症防止対策に必要な物資を購入した経費の一部を助成します。　1 事業者あたり1 回のみ
• 経費の１／２ 上限30,000 円	 ※助成対象となる物資については協会ホームページをご覧ください。

各助成制度の最新情報や要綱、申請様式の取得については、トラック協会ホームページをご利用ください。

www.okayama-ta.or.jp　（トップページ→助成事業）
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【一般講習申し込みに関する
お問い合わせ先】

自動車事故対策機構 岡山支所

TEL （086）232-7053
FAX （086）231-6742
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会員名簿（令和６年度）変更のお知らせ
※変更箇所のみ記載									         　　  　（令和６年１２月）

NO. 事業者名 変更内容 変更後

311 賀陽運輸㈱ 役 職 名 代表取締役

393 ㈲黒田商事 Ｆ Ａ Ｘ 0867-77-2030

423 岡南運輸㈱ 所 在 地
〒702-8006 
岡山市中区藤崎538-1 メゾンさんばん101号

502 ㈲三雅急送 代表者名 藤川　信樹

533 ㈲サンキ・メディハート　岡山営業所 社 名 ㈲サンキ・メディハート　岡山事業所

660 ㈲千幸物流 退 会

新規に入会された方のご紹介
NO. 事業者名 役職・代表者 所在地 TEL・FAX 地区

267 ㈱オカベ　岡山営業所 所 長 
山 下 　 　 昇

〒715-0003 
井原市東江原町1512-6

TEL 0866-68-0023 
FAX 0866-68-0023 井原

834 ㈲天申運輸　岡山営業所 所 長 
原 　 　 　 誠

〒701-0151 
岡山市北区平野622-13

TEL 086-250-8001 
FAX 086-250-8004 岡山

退会について

岡山県トラック協会から退会される場合の会費請求は、退会月分までとさせていただきます。日割り請求等ございませんので、予めご了承く
ださい。

また、退会届に記入する退会予定日より後の日付で退会届が岡山県トラック協会（本部、又は支部）に到着いたしますと到着日が退会日となり
ますのでご注意ください。

　　　　　　　（例） 退会予定日 退会届の到着日 退会日 請求する月
令和６年１２月１日 令和６年１２月１日 令和６年１２月１日 令和６年１２月分まで
令和６年１２月３１日 令和６年１２月２０日 令和６年１２月３１日 令和６年１２月分まで
令和６年１２月３１日 令和６年１２月３１日 令和６年１２月３１日 令和６年１２月分まで
令和６年１２月３１日 令和７年１月１日 令和７年１月１日 令和７年１月分まで

退会届の到着が遅れたり、翌月になりそうな場合はお手数ですが、岡山県トラック協会本部（０８６-２３４-８２１１）までご連絡をお願いいたします。



53OKAYAMA Truck Transport Information

お知らせ

閲 

覧 

室

消費税抜きの価格となります

２０２４年１０月２５日 現在
（公社）全日本トラック協会

軽油価格動向推移表（全国平均・中国地区）
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一般社団法人 岡山県トラック協会及び支部 ご案内

本     会

岡山支部

倉敷支部

備中支部

美作支部

備前支部

自動車運転練習場

〒７００-８５６７

〒７００-０９４１

〒７１０-０８４７

〒７１４-１２２４

〒７０８-０８４２

〒７０５-００２３

〒７０９-０６２６

岡山市北区青江１-２２-３３
　　 ０８６-２３４-８２１１( 代 )  　　 ０８６-２３４-５６００

岡山市北区青江１-２２-３３
　　 ０８６-２３４-３２１１　　　　　 ０８６-２３４-５６００

倉敷市東富井８５０-１
　　 ０８６-４２５-０１０８　　　　　 ０８６-４２５-０１３８

小田郡矢掛町本堀１２９６-１
　　 ０８６６-８３-１３６５　　　　　 ０８６６-８３-１３６６

津山市河辺７２２-５
　　 ０８６８-２６-４４３６　　　　　 ０８６８-２６-４４５０

備前市伊里中５１６-１
　　 ０８６９-６７-２８８２　　　　　 ０８６９-６７-２８８３

岡山市東区中尾３５５-１
　　 ０８６-２７９-８０２２　　　　　 ０８６-２７９-８０２２

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX

岡山県トラック総合研修会館 入居団体 ご案内

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

岡山県支部

岡山県運送事業協同組合連合会

岡山県高速運輸事業協同組合

自動車事故対策機構　岡山支所

〒 ７００-０９４１  岡山市北区青江１-２２-３３  １階

　　 ０８６-２３４-１３３２　　　 ０８６-２３４-５６００

〒 ７００-０９４１  岡山市北区青江１-２２-３３  ２階

　　 ０８６-２３４-８１００　　　 ０８６-２３４-８３８３

〒 ７００-０９４１  岡山市北区青江１-２２-３３  ３階

　　 ０８６-２３２-７０５３　　　 ０８６-２３１-６７４２
運行管理者各講習・適性診断等に関するお問い合わせは
こちらへご連絡ください。

TEL FAX

TEL FAX

TEL FAX



回　覧編集発行　令和6年12月１日
　 一般社団法人 岡山県トラック協会
〒700-8567　岡山市北区青江1-22-33
TEL.086（234）8211　FAX.086（234）5600
URL：https://okayama-ta.or.jp

携帯電話からの接続には、所定の通信料がかかります。
また、QRコード®は読み取り条件などによって読み取れない
場合があります。
※QRコード®は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

同封資料
 ●　中国運輸局 標準的運賃 早見地図
 ●　共済

ホームページをご活用ください
https://okayama-ta.or.jp

会員事業者に対して可能な限り早く、きめ細かい情報を伝えることを基本として
ホームページでの情報提供をメインで行っております。また、詳細で情報量の多いも
のについても、国や関係団体等のサイトを活用しながら提供させていただきます。

本誌の内容も閲覧できるようになりました。
「協会の取り組み」→「おかやまトラック輸送情報/
今月の行事」からご覧ください。

岡山県トラック協会

定期的な閲覧と積極的なご活用をお願いいたします。

検 索

各種申請様式のダウンロード・
セミナー等のお知らせはこちら

最新のニュースはこちら

重要なお知らせはこちらに掲載

本誌は、植物由来の油を原料にした
インキを使用し、環境にやさしい
水なし方式で印刷されています。


